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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、現在世界で最高感度のニュートリノレス２重ベータ崩壊探索実験「カムランド禅」を改良

して、マヨラナ有効質量で数１０meV の感度を実現し、ニュートリノの正体を探る極めて重要なもの

である。背景事象の解明やそれに伴うミニバルーン製作を慎重に進めた結果、当初の予定より１年の遅

れが生じたが、研究全体としては順調に進展している。 

残りの計画期間内に高品質データの採取と解析がなされ、高い感度でのニュートリノレス２重ベータ

崩壊の結果が得られることを期待する。 

 


